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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
消
防
士
　
～
不
可
解
な
火
災
を
解
決
せ
よ
～

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
８
５
１
Ｋ

【
作
者
名
】

　
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｅ

【
あ
ら
す
じ
】

　
消
防
士
と
し
て
日
々
、
火
災
現
場
に
急
行
す
る
松
村
大
智
（
２
１
）
。

毎
日
の
よ
う
に
起
こ
る
火
災
に
目
ま
ぐ
る
し
く
動
き
回
っ
て
い
る
中
、

あ
る
火
災
現
場
で
不
可
解
な
も
の
を
発
見
す
る
。

そ
の
物
が
さ
す
も
の
は
？

い
っ
た
い
ど
ん
な
結
末
を
迎
え
る
の
か
．
．
．
。
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登
場
人
物
紹
介
（
前
書
き
）

こ
れ
が
３
つ
目
の
投
稿
と
な
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、
頑
張
っ
て
投
稿
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
ご
ゆ
っ
く
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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登
場
人
物
紹
介

　
登
場
人
物
紹
介

　　
松
村
大
智
 

（
２
１
）
．
．
．
３
年
目
を
迎
え
る
新
人
消
防
士
。
ま
だ
ま
だ

失
敗
は
多
い
け
れ
ど
、
鋭
い
洞
察
力
を
持
っ
て
い
る
。

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

青
葉
消
防
本
部
、
青
葉
第
２
隊

に
所
属
し
て
い
る
。

　　
梶
谷
　
正
 

（
４
２
）
．
．
．
大
智
と
同
じ
第
２
隊
の
小
隊
長
。
普
段
は
温

厚
だ
が
、
ひ
と
つ
火
災
現
場
に
行
く
と

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

性
格
が
が
ら
り
と
変
わ
る
。
第

２
隊
で
は
１
番
の
年
長
者
。

　　
三
木
雄
二
 

（
３
０
）
．
．
．
３
０
と
い
う
若
さ
で
消
防
士
長
に
駆
け
上
が

っ
た
。
ポ
ン
プ
車
を
操
作
す
る
資
格
を
有
す
る
。

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

何
か
と
大
智
を
気
に
か
け
て
い

る
。

　　
土
居
康
平
 

（
２
０
）
．
．
．
第
２
隊
所
属
の
消
防
士
。
大
智
１
コ
下
で
、

人
よ
り
少
し
失
敗
が
多
い
と
こ
が
た
ま
に
キ
ズ
。

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
智
に
追
い
付
こ
う
と
毎
日
奮

闘
し
て
い
る
。

　　
真
田
哲
平
 

（
４
８
）
．
．
．
青
葉
消
防
の
ポ
ン
プ
隊
を
指
揮
す
る
大
隊
長
。

普
段
は
け
ん
か
早
い
性
格
だ
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

現
場
で
は
誰
よ
り
も
冷
静
さ
を
持
つ
。

　　
木
村
琢
磨
 

（
５
４
）
．
．
．
青
葉
消
防
本
部
署
長
兼
指
揮
隊
長
。
ほ
か
の
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消
防
本
部
の
絶
大
な
コ
ネ
を
持
つ
。

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
場
に
出
る
こ
と
は
あ
ま
り
な

い
が
、
誰
よ
り
隊
員
の
こ
と
を
思
っ
て
い
る
。

　　
松
浦
　
桜
 

（
２
１
）
．
．
．
青
葉
消
防
本
部
救
急
隊
に
所
属
。
救
急
車
に

乗
り
こ
む
と
性
格
が
よ
り
厳
し
く
な
る
。

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
智
に
少
し
気
を
寄
せ
て
い
る
。

　　
近
藤
浩
太
 

（
３
２
）
．
．
．
青
葉
消
防
本
部
救
急
隊
隊
長
。
通
常
、
松
浦

と
組
ん
で
業
務
を
行
う
。

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

区
域
の
道
に
は
人
よ
り
精
通
し

て
お
り
、
欠
か
せ
な
い
存
在
。
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登
場
人
物
紹
介
（
後
書
き
）

ご
閲
覧
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
回
よ
り
本
編
に
入
り
ま
す
の
で
、
次
回
も
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
感
想
や
ご
意
見
な
ど
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
回
更
新
目
安
日
．
．
．
３
月
２
３
日



6

住
宅
火
災
第
一
出
場
　
～
青
盛
台
３
丁
目
５
番
地
～
（
前
書
き
）

ご
ゆ
っ
く
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今
回
は
住
宅
火
災
で
す
。
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住
宅
火
災
第
一
出
場
　
～
青
盛
台
３
丁
目
５
番
地
～

第
１
話
　
火
災
指
令
 

―
住
宅
火
災
第
１
出
場
―

?
 

２
０
１
１
年
３
月
２
０
日
 

１
２
時
２
７
分
 
?

?
 

青
葉
消
防
本
部
　
通
信
指
令
室
 
?

「
ピ
ー
ピ
ー
、
火
災
指
令
火
災
指
令
。
青
葉
区
青
盛
台
３
丁
目
５
番
水
谷
宅
方
、

青
葉
１
・

青
葉
２
・
青
葉
指
揮
隊
・
青
葉
救
急
・
第
１
出
場
。
繰
り
返
す
・
・
・
」

聞
き
な
れ
た
電
子
音
を
聞
く
と
同
時
に
１
階
へ
と
駆
け
下
り
て
い
く
。

全
重
量
で
５
?
に
も
な
る
防
火
服
を
下
か
ら
順
に
身
に
ま
と
う
。

先
輩
消
防
士
は
、
一
足
先
に
消
防
車
へ
と
乗
り
込
む
。

一
拍
遅
れ
て
大
智
は
消
防
車
へ
と
乗
り
込
ん
だ
。

「
遅
い
ぞ
！
！
三
木
サ
イ
レ
ン
点
灯
、
出
場
！
！
」

小
隊
長
の
梶
谷
さ
ん
が
怒
鳴
る
と
同
時
に
サ
イ
レ
ン
が
点
灯
し
、
消
防
車
が
出

て
い
く
。

「
ウ
―
ウ
―
ウ
―
ウ
―
ウ
―
ウ
―
・
・
・
」

今
日
も
、
サ
イ
レ
ン
が
町
に
こ
だ
ま
す
る
。

?
 

２
０
１
１
年
３
月
２
０
日
 

１
２
時
３
３
分
 
?

?
 

火
災
現
場
 
?

「
青
葉
１
現
着
、
被
災
物
件
か
ら
黒
煙
上
昇
中
。
火
元
の
、
台
所
か
ら
な
お
火

炎
噴
出
中
。
」

先
に
到
着
し
た
青
葉
１
か
ら
情
報
が
送
ら
れ
て
く
る
。

「
青
葉
消
防
、
了
解
。
追
加
情
報
を
送
る
。
現
在
１
名
の
所
在
が
判
明
し
て
い

な
い
、
至
急
要
救
助
者
発
見
に
全
力
を
尽
く
さ
れ
た
い
。
ど
う
ぞ
。
」

「
了
解
し
ま
し
た
。
た
だ
ち
に
要
救
者
捜
索
に
入
り
ま
す
。
以
上
青
葉
１
。
」
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青
葉
１
が
無
線
交
信
を
し
て
い
る
間
に
、
テ
キ
パ
キ
と
消
火
栓
に
ホ
ー
ス
を
つ

な
ぎ
消
火
準
備
を
整
え
る
。

準
備
が
完
了
す
る
と
、
隊
長
か
ら
指
示
が
飛
ん
だ
。

「
青
葉
各
隊
、
放
水
開
始
。
青
葉
２
、
要
救
者
検
索
に
入
る
！
！
」

隊
長
の
号
令
で
一
斉
に
筒
先
か
ら
水
が
勢
い
よ
く
噴
き
出
す
。

「
青
葉
２
室
内
検
索
に
入
る
。
呼
吸
器
装
着
、
筒
先
噴
霧
に
て
進
入
！
！
」

大
智
の
役
割
は
、
筒
先
で
あ
る
。

そ
れ
に
伴
っ
て
、
人
が
い
な
い
か
を
目
を
凝
ら
し
て
見
つ
め
る
。

「
青
葉
２
０
５
か
ら
青
葉
２
０
０
へ
、
視
界
上
に
要
救
者
を
発
見
で
き
ず
。
ど

う
ぞ
。
」

小
隊
長
に
報
告
す
る
と
、
指
示
が
飛
ん
で
く
る
。

「
青
葉
２
０
２
と
２
０
３
は
１
階
を
く
ま
な
く
捜
索
、
青
葉
２
０
０
と
青
葉
２

０
５
は
２
階
へ
！
！
」

「
了
解
。
」

梶
谷
さ
ん
と
俺
は
、
２
階
の
検
索
に
入
っ
た
。

「
誰
か
い
ま
せ
ん
か
！
！
」

俺
は
必
死
に
声
を
張
り
上
げ
る
け
れ
ど
、
火
災
現
場
で
は
効
果
は
期
待
で
き
な

い
。

目
を
凝
ら
し
て
探
し
て
い
る
最
中
、
近
く
か
ら

「
・
・
・
助
け
・
て
・
・
下
さ
・
い
・
・
・
」

と
弱
々
し
い
声
が
確
か
に
聞
こ
え
て
き
た
。

声
の
す
る
方
へ
と
駆
け
よ
っ
て
い
く
と
、
１
人
の
女
性
が
倒
れ
こ
ん
で
い
た
。

「
青
葉
２
０
５
か
ら
青
葉
２
０
０
へ
。
要
救
者
１
名
発
見
！
！
応
援
願
い
ま
す
。

」無
線
を
聞
き
つ
け
て
梶
谷
さ
ん
が
駆
け
寄
っ
て
き
た
。

梶
谷
さ
ん
が
要
救
者
に
問
い
か
け
る
。

「
大
丈
夫
で
す
か
？
消
防
の
も
の
で
す
。
今
か
ら
脱
出
し
ま
す
の
で
こ
の
呼
吸

器
を
！
！
」

梶
谷
が
つ
け
て
い
た
呼
吸
器
を
要
救
者
に
装
着
さ
せ
、
す
ば
や
く
外
へ
と
脱
出

す
る
。
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要
救
者
を
救
急
隊
に
引
き
渡
す
と
、
梶
谷
が
無
線
を
手
に
取
っ
た
。

「
青
葉
２
０
０
か
ら
捜
索
中
の
青
葉
２
へ
、
要
救
者
１
名
の
所
在
を
確
認
。
至

急
建
物
外
へ
待
避
せ
よ
。
待
避
後
、
外
か
ら
消
火
活
動
に
参
加
す
る
。
」

火
災
現
場
か
ら
救
急
車
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
出
て
行
っ
た
。

?
 

２
０
１
１
年
３
月
２
０
日
 

１
時
１
３
分
 
?

?
 

火
災
現
場
 
?

「
青
葉
２
よ
り
青
葉
消
防
。
鎮
火
報
・
鎮
火
報
、
火
元
は
完
全
に
鎮
圧
し
た
。

只
今
の
時
間
を
持
っ
て
帰
署
す
る
。
以
上
青
葉
２
。
」

「
青
葉
消
防
了
解
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。
」

消
火
活
動
を
終
え
て
、
大
智
た
ち
は
消
防
車
に
の
り
こ
ん
で
鎮
火
報
の
ス
イ
ッ

チ
を
押
し
た
。

「
カ
ー
ン
、
カ
ー
ン
、
カ
ー
ン
・
・
・
」

こ
の
音
が
鳴
っ
て
い
る
の
は
、
消
防
士
に
と
っ
て
一
番
幸
せ
な
時
間
な
の
か
も

し
れ
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
時
点
で
は
誰
一
人
知
ら
な
い
。

大
き
な
事
件
の
前
触
れ
で
あ
る
こ
と
を
・
・
・
。
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住
宅
火
災
第
一
出
場
　
～
青
盛
台
３
丁
目
５
番
地
～
（
後
書
き
）

ご
閲
覧
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
更
新
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
の
で
、

時
間
が
あ
れ
ば
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ご
意
見
や
ご
感
想
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

 
 
 

次
回
更
新
目
安
日
．
．
．
 

３
月
２
６
日
頃
（
予
定
は
変
わ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
）
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火
災
報
告
書
　
３
月
２
０
日
住
宅
火
災

第
１
話
火
災
報
告
書

?
 

２
０
１
１
年
３
月
２
２
日
 

１
０
時
４
５
分
 
?

?
 

青
葉
消
防
本
部
 

消
防
課
 
?

「
大
智
さ
ん
、
こ
の
前
の
青
盛
台
の
火
災
の
、
調
査
課
か
ら
の
報
告
書
が
届
き

ま
し
た
。
こ
れ
が
、
書
類
で
す
。
」

土
井
に
、
調
査
課
か
ら
の
報
告
書
が
届
い
た
ら
持
っ
て
き
て
く
れ
と
頼
ん
で
お

い
た
の
だ
。

大
智
は
、
こ
の
前
の
火
災
か
ら
何
か
が
引
っ
掛
か
っ
て
い
た
。

報
告
書
に
目
を
通
し
て
い
る
と
、
引
っ
掛
か
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

「
や
っ
ぱ
り
そ
う
だ
！
！
 

道
理
で
お
か
し
い
と
思
っ
た
ん
だ
。
」

大
智
が
引
っ
掛
か
っ
て
い
た
の
は
、
台
所
の
燃
え
方
だ
っ
た
。

ど
う
考
え
て
も
、
た
だ
の
火
災
の
燃
え
方
に
は
見
え
な
か
っ
た
。

調
査
書
に
よ
る
と
、
台
所
付
近
か
ら
燃
料
加
速
剤
が
微
量
発
見
さ
れ
た
。

し
か
し
、
な
ぜ
あ
の
家
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

「
ふ
―
ん
、
な
ん
か
や
な
予
感
が
す
る
な
…
。
」

大
智
の
予
感
は
、
辛
く
も
的
中
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
が
、
長
い
闘
い
の
始
ま
り
だ
と
は
誰
も
思
い
も
し
な
か
っ
た
…
。

?
 

同
日
 

１
０
時
４
８
分
 
?

「
チ
カ
チ
カ
・
・
・
」

大
智
は
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
が
、
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー
ル
Ｂ
Ｏ
Ｘ
が
点
滅
し
て

い
た
。

内
容
は
と
言
う
と
、
「
楽
し
み
に
待
っ
て
い
る
が
い
い
。
次
は
ど
こ
を
燃
や
そ

う
か
な
・
・
・
。
」
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差
出
人
は
、
Ｒ
Ｅ
Ｄ
と
だ
け
書
き
込
ま
れ
て
い
た
。
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火
災
報
告
書
　
３
月
２
０
日
住
宅
火
災
（
後
書
き
）

ご
閲
覧
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

読
ん
で
み
て
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

よ
ろ
し
け
れ
ば
、
ご
感
想
や
ご
意
見
を
一
言
お
願
い
た
し
ま
す
。

そ
の
一
言
が
、
次
の
執
筆
の
力
に
な
り
ま
す
。

お
願
い
た
し
ま
す
。

次
回
更
新
目
安
日
．
．
．
 

３
月
２
６
日
頃
 

（
変
わ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）
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ビ
ル
火
災
第
三
出
場
 

～
青
葉
区
本
町
２
丁
目
２
番
地
～

第
２
話
　
火
災
指
令
 

―
ビ
ル
火
災
第
３
出
場
―

?
 

２
０
１
１
年
３
月
２
３
日
 

１
８
時
３
６
分
 

天
候
 

晴
れ
　
?

?
 

青
葉
消
防
本
部
 

消
防
課
 
?

　
今
日
は
一
日
こ
れ
と
い
っ
た
火
災
出
場
は
な
か
っ
た
。
救
急
出
場
は
多
か
っ

た
け
れ
ど
も
・
・
。

　
大
智
は
こ
れ
幸
い
と
、
溜
め
て
い
た
報
告
書
を
一
気
に
書
き
上
げ
て
い
た
。

　
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
入
れ
る
の
で
パ
ソ
コ
ン
を
立
ち
上
げ
る
と
、
メ
ー
ル
が
２

件
入
っ
て
い
た
。

　
「
あ
れ
、
メ
ー
ル
が
来
て
る
な
。
し
か
も
一
件
は
昨
日
の
じ
ゃ
な
い
か
…
。
」

　
ぶ
つ
ぶ
つ
言
い
な
が
ら
も
メ
ー
ル
を
開
く
と
、
一
つ
は
同
期
か
ら
の
労
い
の

メ
ー
ル
で
も
う
一
件
は
よ
く
わ
か
ら
な
か
　
っ
た
。

　
「
な
に
な
に
・
・
・
次
は
ど
こ
を
燃
や
そ
う
か
な
だ
と
・
・
・
な
ん
だ
こ
の

メ
ー
ル
？
」

　
不
思
議
な
メ
ー
ル
だ
っ
た
の
で
、
小
隊
長
の
梶
谷
の
と
こ
ろ
へ
持
っ
て
い
っ

た
。

　
「
な
ん
な
ん
だ
こ
の
メ
ー
ル
は
？
心
当
た
り
は
？
」

　
「
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
せ
ん
！
！
」

　
２
人
が
首
を
か
し
げ
て
い
る
と
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
聞
き
覚
え
の
あ
る
電
子

音
声
が
流
れ
始
め
た
。

　
「
ピ
ー
ピ
ー
、
火
災
指
令
火
災
指
令
。
青
葉
区
本
町
２
丁
目
１
２
番
光
葉
ビ

ル
、
青
葉
１
・
青
葉
２
・
青
葉
高
所
・

　
　
青
葉
指
揮
・
青
葉
救
急
・
第
３
出
場
。
繰
り
返
す
・
・
・
」

　
音
を
聞
く
と
同
時
に
走
り
出
し
た
２
人
は
、
防
火
服
を
身
に
ま
と
い
な
が
ら

話
し
た
。

　
「
ま
さ
か
、
こ
れ
が
そ
う
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
な
…
？
」

　
「
わ
か
り
ま
せ
ん
？
」
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防
火
服
を
着
る
と
消
防
車
に
乗
車
す
る
。
隊
員
が
全
員
乗
り
込
ん
だ
と
こ
ろ

で
、
三
木
が
サ
イ
レ
ン
を
点
灯
さ
せ
発
進
　
し
た
。

　
（
ま
さ
か
、
こ
れ
が
そ
う
な
の
か
？
ま
さ
か
あ
れ
は
、
犯
行
予
告
な
の
か
！

？
調
べ
な
い
と
な
）

　
い
ろ
い
ろ
な
思
い
を
の
せ
な
が
ら
、
町
に
サ
イ
レ
ン
が
こ
だ
ま
し
た
。

　
?
 

２
０
１
１
年
３
月
２
３
日
 

１
８
時
４
５
分
 

天
候
 

晴
れ
 
?

　
?
 

本
町
２
丁
目
１
２
番
地
 

光
葉
ビ
ル
 
?

　
「
現
場
指
揮
者
命
、
火
災
に
よ
り
鉄
筋
が
弱
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
倒

壊
を
防
ぐ
た
め
、
４
階
部
へ
外
部
注
水
を
行
　
　
う
。
青
葉
２
以
外
は
、
１
階

か
ら
３
階
の
検
索
に
移
れ
！
！
」

　
携
帯
無
線
機
か
ら
大
隊
長
の
真
田
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

　
「
大
智
、
高
所
で
外
部
注
水
を
お
こ
な
え
。
そ
の
他
は
、
待
機
。
」

　
梶
谷
の
命
令
を
受
け
て
、
は
し
ご
車
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
に
の
り
こ
む
。

　
「
圧
５
ｋ
ｇ
放
水
準
備
よ
し
！
！
筒
先
、
放
水
始
め
。
」

　
通
常
よ
り
高
い
圧
で
放
水
を
開
始
し
た
。

　
４
階
部
の
外
部
注
水
を
あ
ら
か
た
終
え
た
そ
の
時
、
頭
上
か
ら
叫
び
声
が
聞

こ
え
た
。

　
「
助
け
て
！
！
」

　
短
い
声
だ
っ
た
が
、
大
智
に
は
確
か
に
聞
こ
え
た
。

　
手
元
の
ボ
タ
ン
で
は
し
ご
を
操
作
し
て
、
と
り
あ
え
ず
５
階
部
を
確
認
し
た
。

し
か
し
、
人
の
気
配
は
し
な
か
っ
た
。

　
「
助
け
て
！
！
」

　
ま
た
聞
こ
え
た
。
ど
こ
か
ら
だ
！
！
し
か
し
、
さ
っ
き
よ
り
近
い
。

　
６
階
部
へ
到
着
す
る
と
、
人
影
が
見
え
た
。

　
「
大
丈
夫
で
す
か
！
！
」

　
大
智
が
声
を
か
け
る
と
、
び
っ
く
り
し
て
何
処
か
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
大
智
は
急
い
で
下
に
連
絡
を
と
っ
た
。

　
「
青
葉
２
０
５
か
ら
青
葉
２
０
０
へ
。
６
階
部
で
人
影
を
視
認
、
捜
索
許
可

を
！
！
」
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「
青
葉
２
０
０
か
ら
青
葉
２
０
５
へ
。
了
解
し
た
、
下
か
ら
３
人
向
か
わ
せ

る
！
！
要
救
者
発
見
を
最
優
先
と
し
て

　
　
検
索
を
行
え
。
」

　
梶
谷
の
声
が
念
を
押
す
よ
う
に
聞
こ
え
た
。

　
「
了
解
し
ま
し
た
。
」

　
大
智
は
、
そ
う
言
っ
て
６
階
の
窓
に
足
を
か
け
た
…
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
つ
づ
く
・
・
・
。
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ビ
ル
火
災
第
三
出
場
 

～
青
葉
区
本
町
２
丁
目
２
番
地
～
（
後
書
き
）

ご
閲
覧
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
智
は
、
６
階
の
検
索
に
入
る
が
一
体
ど
う
な
る
の
か
．
．
．
。

ご
意
見
や
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
次
回
投
稿
目
安
日
．
．
．
 

未
定
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ビ
ル
火
災
第
三
出
場
中
 

―
６
階
検
索
開
始
―
（
前
書
き
）

更
新
が
遅
く
な
っ
て
す
み
ま
せ
ん
。

ご
ゆ
っ
く
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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ビ
ル
火
災
第
三
出
場
中
 

―
６
階
検
索
開
始
―

第
３
話
　
ビ
ル
火
災
第
三
出
場
 

―
６
階
検
索
開
始
―

?
 

２
０
１
１
年
３
月
２
３
日
 

１
８
時
５
０
分
 

天
候
 

晴
れ
 
?

?
 

光
葉
ビ
ル
 

６
階
 

西
側
フ
ロ
ア
ー
 
?

「
青
葉
２
０
５
か
ら
青
葉
２
０
０
へ
。
６
階
へ
到
着
、
指
示
願
う
。
」

大
智
が
携
帯
無
線
に
向
か
っ
て
口
を
開
い
た
。

「
青
葉
２
０
０
了
解
、
要
救
助
者
検
索
に
全
力
を
挙
げ
ろ
。
以
上
。
」

柏
谷
の
指
示
に
了
解
と
呟
い
て
、
合
流
場
所
で
あ
る
階
段
へ
向
か
っ
た
。

合
流
場
所
は
、
そ
の
部
屋
を
出
た
す
ぐ
の
場
所
に
あ
っ
た
。

「
大
智
、
状
況
は
？
　
っ
て
ま
だ
検
索
し
て
ね
ぇ
よ
な
？
」

木
田
さ
ん
が
、
話
か
け
て
き
た
。

「
そ
り
ゃ
、
ま
だ
で
す
よ
。
な
ん
て
い
っ
て
る
暇
な
い
で
す
よ
。
」

そ
う
だ
な
と
呟
い
て
、
ど
う
分
け
る
か
相
談
し
て
き
た
。

「
奥
に
逃
げ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
、
三
木
さ
ん
と
僕
で
奥
を
検
索
、

　
木
田
さ
ん
と
土
井
は
南
側
フ
ロ
ア
ー
の
検
索
と
消
火
を
！
！
」

大
智
の
声
を
聞
く
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
検
索
に
移
っ
た
。

?
 

２
０
１
１
年
３
月
２
３
日
 

１
８
時
４
８
分
 
?
 

?
 

光
葉
ビ
ル
 

？
階
 

南
側
フ
ロ
ア
ー
の
一
室
 
?

「
ふ
っ
、
今
頃
き
や
が
っ
た
の
か
。
ま
ぁ
、
も
う
遅
い
け
ど
な
…
」

不
穏
な
空
気
が
、
こ
の
部
屋
を
取
り
囲
ん
で
い
た
。

「
し
か
し
、
ど
こ
に
逃
げ
た
ん
だ
。
復
讐
は
ま
だ
、
こ
れ
か
ら
だ
…
」

そ
う
い
う
と
、
違
う
部
屋
へ
と
移
動
し
始
め
た
。

?
 

同
時
刻
 

光
葉
ビ
ル
 

１
２
階
 

北
側
フ
ロ
ア
ー
社
長
室
 
?

「
な
ん
で
こ
ん
な
目
に
俺
が
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
だ
。
く
そ
…
」
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一
人
つ
ぶ
や
い
た
が
、
誰
に
も
聞
こ
え
る
事
は
な
い
。

「
く
そ
、
こ
ん
な
こ
と
で
・
・
殺
さ
れ
て
た
ま
る
か
！
！
」

そ
う
言
う
と
社
長
室
を
飛
び
出
し
た
。
そ
れ
が
自
分
の
首
を
絞
め
る
羽
目
に

な
る
と
は
、
思
っ
て
も
見
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

?
 

同
日
 

１
８
時
５
３
分
 

光
葉
ビ
ル
６
階
 

北
側
フ
ロ
ア
ー
 
?

「
誰
か
い
ま
せ
ん
か
！
！
 

」

大
智
が
叫
ん
だ
が
返
事
は
返
っ
て
こ
な
い
。

「
青
葉
２
０
１
か
ら
青
葉
２
０
０
へ
。
要
救
者
い
ま
だ
発
見
に
至
ら
ず
、

　
継
続
し
て
捜
索
に
当
た
る
。
追
加
情
報
は
な
い
か
、
ど
う
ぞ
。
」

三
木
さ
ん
が
、
柏
谷
に
無
線
連
絡
を
入
れ
る
と
す
ぐ
に
返
っ
て
き
た
。

「
青
葉
２
０
０
か
ら
各
位
へ
。
追
加
情
報
を
送
る
、
火
元
が
判
明
し
た
。

　
６
階
の
給
湯
室
付
近
か
ら
出
火
し
た
ら
し
い
。
」

無
線
か
ら
流
れ
て
く
る
声
に
耳
を
澄
ま
す
と
、
近
く
が
火
元
ら
し
い
。

「
三
木
さ
ん
、
近
く
で
す
。
先
に
消
火
し
ま
し
ょ
う
か
？
」

「
そ
う
だ
な
、
火
元
を
鎮
圧
し
た
方
が
検
索
し
や
す
い
か
も
し
れ
ん
。
」

そ
の
時
、
無
線
に
通
信
が
入
っ
た
。

「
こ
ち
ら
、
青
葉
２
０
３
。
南
側
の
検
索
終
了
、
応
援
に
向
か
う
…
ど
う
ぞ
。
」

ナ
イ
ス
タ
イ
ミ
ン
グ
！
！
心
の
中
で
そ
う
呟
い
て
、
返
答
し
た
。

「
青
葉
２
０
５
了
解
、
至
急
願
い
ま
す
。
」

大
智
が
、
無
線
連
絡
を
取
っ
て
い
る
間
に
三
木
は
、
鎮
圧
に
懸
っ
て
い
た
。

「
プ
シ
ュ
ュ
ュ
・
・
・
・
」

二
人
の
放
水
が
効
を
そ
う
し
た
の
か
、
火
が
ど
ん
ど
ん
小
さ
く
な
っ
て
い
く
。

「
大
智
、
こ
っ
ち
は
ど
う
だ
！
！
」

そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
木
田
さ
ん
た
ち
が
到
着
し
た
。

「
も
う
少
し
で
・
・
鎮
圧
で
き
そ
う
で
す
。
」

高
い
圧
が
か
か
る
ホ
ー
ス
を
握
っ
て
い
る
の
で
、
声
が
若
干
震
え
る
。

「
プ
シ
ュ
ュ
ー
！
！
」

大
き
な
音
が
少
し
響
い
た
と
思
っ
た
ら
、
火
元
が
完
全
に
沈
黙
し
て
い
た
。

「
よ
し
、
火
元
は
鎮
圧
。
二
手
に
分
か
れ
て
、
検
索
す
る
ぞ
！
！
」
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そ
れ
ぞ
れ
、
三
木
さ
ん
の
号
令
で
検
索
に
移
っ
た
。

大
智
た
ち
は
、
北
側
の
倉
庫
Ａ
の
部
屋
を
捜
索
し
て
い
た
。

「
誰
か
い
ま
せ
ん
か
！
！
」

大
智
の
声
が
響
く
が
、
返
答
が
な
い
と
思
っ
た
そ
の
時
、

「
助
け
て
・
・
・
」

弱
々
し
い
声
が
は
っ
き
り
と
聞
こ
え
た
。

声
の
す
る
方
に
大
智
と
三
木
が
走
る
と
、
そ
こ
に
は
怪
我
を
し
た
女
性
が
い
た
。

「
大
丈
夫
で
す
か
？
 

一
人
で
立
て
ま
す
か
？
」

三
木
が
聞
く
と
、
弱
々
し
く
首
を
横
に
振
っ
た
。

「
大
智
、
こ
の
女
性
を
背
負
え
！
」

「
は
い
、
も
ち
ろ
ん
で
す
。
」

即
答
し
て
、
女
性
を
自
分
の
背
中
に
乗
せ
る
と
三
木
が
無
線
連
絡
を
始
め
た
。

「
青
葉
２
０
１
か
ら
青
葉
２
０
０
へ
。
要
救
者
発
見
、
至
急
救
助
を
回
し
て
下

さ
い
。
」

三
木
が
無
線
連
絡
を
入
れ
る
と
、
す
ぐ
に
返
答
が
返
っ
て
き
た
。

「
こ
ち
ら
青
葉
２
０
０
。
要
救
者
を
搬
送
後
、
至
急
北
側
オ
フ
ィ
ス
に
向
か
え
。

　
要
救
者
の
所
在
が
１
名
確
認
さ
れ
た
が
、
瓦
礫
に
ふ
さ
が
れ
中
に
入
れ
な
い
。

」三
木
も
大
智
も
驚
い
た
が
、
ひ
と
ま
ず
こ
の
要
救
者
を
搬
送
す
る
事
に
し
た
。

?
 

２
０
１
１
年
３
月
２
３
日
 

１
９
時
０
５
分
 
?

?
 

？
階
 
 

廊
下
 
?
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

「
ふ
っ
、
ど
こ
に
隠
れ
た
っ
て
無
駄
だ
よ
・
・
・
。
」

不
穏
な
空
気
を
出
し
つ
つ
、
誰
か
を
探
し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

一
体
、
こ
の
男
の
狙
い
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
・
・
・
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
づ
く
…
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ビ
ル
火
災
第
三
出
場
中
 

―
６
階
検
索
開
始
―
（
後
書
き
）

読
ん
で
く
だ
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

更
新
が
、
今
ま
で
よ
り
遅
い
で
す
が
更
新
は
続
け
て
い
き
ま
す
の
で
、

気
が
向
け
ば
の
ぞ
い
て
み
よ
う
か
な
？
程
度
で
結
構
で
す
の
読
み
続
け
て

く
だ
さ
れ
ば
幸
い
だ
と
思
い
ま
す
。



23

　
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

消防士　～不可解な火災を解決せよ～
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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